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製品の機能を維持し、安全にご使用いただくために重要な事項を記載しています。

取扱説明書はいつでも利用できるよう、製品の近くに大切に保管してください。

特に「安全に関する注意事項」は

ご い使用の前に必ずご精読くださ 。重要
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この製品は、運転中に指定以外の部分に触れたり、
誤った使い方をすると思わぬ怪我をする場合があ
ります。
しかし、それらについて予め知っていれば、こう
した事故の大部分を防ぐことができます。

そのために、この取扱説明書では、それらの安全
上特に注意すべき事項についての情報を、その重
要度や危険度によって、下記のように定義し、ア
ラートマークとシグナルワードを付しています。
これらの指示に従って、安全にご使用いただくよ
うお願いいたします。

弊社では、製品の使用上起こりうる危険について十分に検討をしていますが、あらゆる危険を

予知することは極めて困難です。従って本書で述べている注意事項が、必ずしもすべての危険

を説明しているわけではありません。

しかし、本書に記している取扱方法を行なえば、より安全に運転・作業が行なえます。

この製品の取扱いにあたっては、必ず細心の注意をはらい、事故や製品の故障が起こらないよ

うに心掛けてください。

アラートマーク

シグナルワード 定義

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性が

想定される。

取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う危険や物的損害の

発生が想定される。

警告

注意

安全上の大切なお知らせ

1. 警告のシグナルワード



※警告ラベルが損傷などで読みにくくなった場合は、
新しいものと交換してお貼りください。
交換用ラベルは弊社宛にご請求ください。

2. 製品への警告表示

警告事項の中で、特に重要なものについては警告ラベルを
製品本体に貼付しています。
位置は下図のとおりです。
ご使用の際には、警告内容について十分ご注意ください。

注意

けがの恐れあり

冷却フィンに素手
で触れないこと
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この製品は防爆構造ではありませんので、安全には十分お気をつけください。

有機溶剤などの引火性物質の乾燥には十分注意してください。
トラップできない溶剤が真空ポンプに吸引され、引火、爆発
する恐れがあります。

有機溶剤など引火性物質を含む試料の乾燥に
十分注意すること。

警告

- 1 -

冷却フィン

1 安全にご使用いただくために

保守作業時に冷却フィンに素手で触
れないでください。冷却フィンは鋭
利なため手を切る恐れがあります。

冷却フィンに素手で触れないこと

注意

●試料容器は予備凍結させてください。
●真空ポンプのオイルは定期的に交換してください。
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2-1 用途

製品を改造しないこと。
用途以外の使用をしないこと。

改造や本来の用途以外に使用すると感電
事故や、故障する恐れがあります。

警告

2-2 仕様

※1.周囲温度20℃ 無負荷時の性能です。
※2.寸法は、突起部を含みません。
※3.電源入力は、サービスコンセントの容量を含まない値です。

この製品は、蛋白質、酵素等の希釈水溶液の
乾燥に、また生物試料の抽出溶液や尿、血清
等の生体試料の乾燥に使用できます。

ピラニ真空計

デジタル表示 0.0～533.3Pa

記録計出力 トラップ温度 1℃/1mV 真空度 1Pa/1mV

電 源 入 力

定 格 電 源 AC100V±10％、50/60Hz

性

能

構

成

型 式

冷 凍 機（出力）

サービスコンセント

規

格

質 量

製 品 名

機

能

冷 媒

使用周囲温度範囲

凍結乾燥機

FDU-12AS

トラップ冷却温度

除 湿 量

トラップ解氷機能

トラップ寸法(mm)、材質

真空計

ホットガスによる解氷

内径200×高さ175 、 SUS304

外 寸 法（mm）

－45℃

1 L／回

450Ｗ

5～35℃

450幅×420奥行×440高さ

約38kg

冷 却 方 式 冷却コイル方式

※1

真空ポンプ所要排気量 50/60L/min（50/60Hz）以上（オプション）

その他の機能 真空ポンプ制御、凍結乾燥可能表示、真空ポンプ運転時間表示、

ストップウォッチ機能、停電復帰選択、

真空度異常監視（一定値）、冷凍機保護タイマ

表示精度 at  0.4～4.0Pa    ±2.0Pa
at  4.1～10.0Pa   ±3.0Pa
at  10.1～15.0Pa  ±4.0Pa
at  15.1～40.0Pa  ±7.0Pa

HFC（R507A)／封入量150ｇ／GWP値3,990

真空ポンプ用（Max.6A ） ドライチャンバー用（Max.2A ）

AC100Ｖ 7A

2 製品の概要

※2

※3
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2-3 昇華速度データ（参考資料）

・1Lの試料（ナス型）フラスコに水250g入れたもの4個（予備凍結後）をトラップに
取付け、時間経過後のフラスコの残量から昇華量を逆算したものです。

条件 ・AC100V,50Hz
・周囲温度 20℃ 

昇華量（ｇ）

時間（h）
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1000
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■FDU-12AS型

・昇華速度は、室温・試料用容器（ナス型フラスコ、凍結乾燥瓶など）の容量・形状、試料
の種類・量、試料の予備凍結の具合などの使用条件によって異なります。

・周囲温度35℃時には、1Lの試料（ナス型）フラスコに水250g入れたもの（予備凍結後）

では、目安として続けて2～3個が取付け可能です。
時間経過とともにトラップ温度・真空度が下がりますので、規定値以下になりましたら続
けて残りのアダプタに取付けることができます。
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2-4  オプション

■試験管、アンプル瓶、バイアル瓶用多岐管

ステンレス製のT字型多岐管で12個（PMH-12型）
24個（PMH-24型）の試料取付け口を備えており
多本数の試料を同時に凍結乾燥できます。

※試験管、アンプル瓶を使用する場合は、それ
ぞれのアダプターが必要です。

型 式 コードNo.

PMH-12

PMH-24

119840

119860

■フラスコ用多岐管

ステンレス製の多岐管で十字型（PMH-4A型)と
T型(PMH-4型)があります。
いずれも4個の試料取付け口を備えており、
多本数の試料を同時に凍結乾燥できます。

■密栓式ドライチャンバー

最上段は凍結乾燥が完了した後、密閉保存が
できます。
他の棚はドライチャンバーとして使用できま
す。

BSC-3L

■ドライチャンバー
バイアル瓶、シャーレでの凍結乾燥が行なえ
ます。

型 式 コードNo.

119730DRC-1N

DRC-2L(AS）

DRC-3L

2-8102-12

119770

型 式 コードNo.

PMH-4A（AS)

PMH-4

2-8102-11

119820

■多岐管固定用クランプ

多岐管ベースをトラップに固定する時に使用
します（FDU-1200専用）。

型 式 コードNo.

FDU-CRAMP 209580

PMH-4PMH-4A（AS)

FDU-CRAMP

PMH-24

PMH-12

DRC-2L DRC-3L

BSC-2L

型 式 コードNo.

119790BSC-2L

BSC-3L 119810

DRC-1N
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①
② ③ ④

■コックB、試験管、アンプル瓶、他

⑤

⑧ ⑥

⑨

⑦

コックB

真空コックボディB

真空コックB

規 格 コードNo.品 名No.

119930

144480

144490

1

2

3

アンプル瓶用アダプター

シーリング

数量

φ8用

φ6用

120520

120530

145610

1

1

１

ライナーB 14396010

試験管用B型アダプター 120510

143970

143980

143990

144000

リム付試験管 φ10×75（3mℓ）

φ12×75（4mℓ）

φ12×90（5mℓ）

φ12×105（6mℓ）

φ12×120（7mℓ）

φ13×75（5mℓ）

φ13×90（6mℓ）

φ13×100（7mℓ）

φ15×85（8mℓ）

φ15×105（10mℓ）

φ15×150（15mℓ）

φ16.5×105（12mℓ）

φ16.5×165（20mℓ）

φ18×165（24mℓ）

φ18×180（27mℓ）

φ21×200（42mℓ）

144010

144020

144030

144040

144050

144060

144070

144080

144100

144110

144120

144090

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

50

100

50

50

50

50

1

120210アンプル瓶 ナス型（1mℓ）

ペンシル型丸底（1mℓ）

ペンシル型平底（1mℓ）

平底（2mℓ）

平底（5mℓ）

平底（10mℓ）

丸底（2mℓ）

丸底（5mℓ）

丸底（10mℓ）

120220

120221

120230

120240

120250

120260

120270

120280

10

10

20

20

20

20

20

20

20

1

1

1

4

5

6

7

8

9
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11

12

13

10

■コックD 、凍結乾燥瓶、フラスコ、他

試料フラスコ
50mℓ

100mℓ

200mℓ

300mℓ

500mℓ

1000mℓ

116140

116150

116160

116170

116180

116190

1

1

1

1

1

1

規 格 コードNo.品 名

コックD

真空コックボディD

ライナーA

真空コックD

フラスコ用アダプター

10

11

12

13

14

15

209570

143950

120470

144500

No. 数量

1

1

10

1

1

1

T 29S

T 24S

T 29S

T 29S

T 29S

T 29S

T 29S

T 29S

233480

233490

14

16 17 18

8

15

24

15
19

21
20

23

22

25

26

25

26

Ｏリング

27
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■ノズル付蓋

トラップとして使用する場合に用いる蓋です。
但し、本装置 FDU-12ASの真空度の規格値
（0～533Pa）の範囲に限り使用可能です。

型 式 コードNo.

ー 209520

規 格 コードNo.品 名No.

50ml 

100ml 

200ml

300ml 

500ml  

1000ml

116220

116230

116240

116250

116260

116270

数量

凍結乾燥瓶 40ml 口径φ45

80ml 口径φ45

120ml   口径φ70

150ml   口径φ70

300ml   口径φ70

600ml   口径φ105

900ml   口径φ105

1200ml  口径φ105

120050

120060

2-8102-15

2-8102-16

2-8102-17

120070

120080

120090

1

1

1

1

1

1

1

1

凍結乾燥瓶セット 40ml

80ml

120ml

150ml

300ml

600ml

900ml

1200ml

119940

119950

119960

119970

119980

119990

120000

120010

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

フィルターホルダ 120100

フィルター

キャップ（凍結乾燥瓶用）
φ45 40・80ml用

φ70 120・150・300ml用

φ105 600・900・1200ml用

凍結瓶用アダプター

2-8102-13

120460

120110

120020

2-8102-14

120040

試験管用A型アダプター16 1205001

多連接続用アダプター 120490

1

4

2

1

1

1

100枚/1箱

試料フラスコ

17

18

19

20 1

21

22

23

24

T 24S

T 24S

T 24S

T 24S

T 24S

T 24S

1

15

25

26

フラスコフィルターホルダ 1 256160

120110フィルター 100枚/1箱 1

■リーク用フィルター（消耗パーツ）

コードNo.

152330

27 187450エアーフィルター 1
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2-5 各部の名称

リーク用フィルター

※チューブに差し
込んでください。

ホース継手チューブ

ネジ口:PT1/4

※窒素パージの場合（プラス圧にて
使用する場合）は、パイプレンチ
等でホース継手を外し、窒素パー
ジ用の配管等を直接リーク弁に
ネジ込んでご使用ください。

通風カバー

ゴム製露受け皿

トラップパッキン上トラップ

上トラップ固定ネジ
（３カ所）

ユリアネジ

ドレンバルブ※

コントロール

パネル

真空ポンプ用

コンセント(6A)

記録計出力

（真空度）

記録計出力

（トラップ温度）

ドライチャンバー用
コンセント(2A)

真空ポンプ接続口

（外径φ17.5）

※ 操作の都合上傾けて
います。

リーク弁

ドライチャンバー
専用コンセント
ヒューズホルダ

製番プレート
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3-1   コントロールパネル

FDU-12ASでは誤操作防止に日本語、英語両併記を行っております。

⑫
タイマー表示器

⑪
真空度表示器

⑩
トラップ温度表示器

⑮
アラーム

ランプ

⑯
冷凍機

アラーム

ランプ

⑭
冷凍機

運転ランプ

⑬
凍結乾燥

可能表示ランプ

⑳セットキーランプ

⑱タイマー
モード切替スイッチ

①パワースイッチ

（漏電ブレーカ）

⑰タイマー

モード表示ランプ

④
冷凍機スイッチ

⑤
冷凍機
スイッチランプ

⑥
真空ポンプ

スイッチ

⑦
真空ポンプ

スイッチランプ

⑧
デフロストスイッチ

⑨
デフロストスイッチランプ

②
オート/マニュアル

切替スイッチ

③
オ－ト運転ランプ

3 各部の名称と機能

タイマーランプ㉓

タイマ－スイッチ㉒

タイマ－リセットスイッチ㉑

セットキースイッチ⑲
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No. 名 称 機 能

パワースイッチ 電源のスイッチ（漏電ブレーカ）です。①

オート運転ランプ③

② オート/マニュアル切替
スイッチ

⑤ 冷凍機スイッチランプ 冷凍機スイッチを、ONにした時に点灯します。

真空ポンプスイッチランプ

⑨

⑧

④ 冷凍機スイッチ オート/マニュアル運転で、このスイッチをONにすると冷凍機が
作動します。オート運転では、トラップ温度が-30℃に到達する
と真空ポンプが自動運転し、OFFにすると全てが停止します。

⑦

⑥ 真空ポンプスイッチ

オート/マニュアル運転を切り換えるスイッチです。

オート/マニュアル切替スイッチをONにし、オート運転が選択さ
れている時に点灯します。

マニュアル運転で、このスイッチをONにすると真空ポンプ用コン
セントに電源が供給されます（5-1.操作準備 の項参照）。
真空ポンプの電源プラグを、コンセントに接続し使用します。
オート運転では、真空ポンプの停止のみが可能で、OFFにするとマ
ニュアル運転に切り替わります。

真空ポンプスイッチをONにした時、またはオート運転時に真空ポ
ンプが作動した時に点灯します。

デフロストスイッチ
（ON・OFF 3秒以上押す）

凍結乾燥が終了した後にこのスイッチをONにすると、冷却部の解
氷を行います。この場合、真空ポンプは自動で停止します。

デフロストスイッチランプ デフロストスイッチをONにした時に点灯し、デフロスト終了時に
消灯します。

⑩ トラップ温度表示器 トラップ冷却部の測定温度を表示します。

⑪ 真空度表示器 装置の測定真空度を表示します。

⑫ タイマー表示器 モード切替によって、計測時間表示します。

⑬ 凍結乾燥可能表示ランプ オート運転時に、トラップ温度・真空度が条件に達した時に点灯
し、試料容器の取付けが可能なことを表示します。

⑭ 冷凍機運転ランプ 冷凍機の作動時に点灯します。

⑮ アラームランプ 真空度異常・真空センサ異常・温度センサ異常、停電アラーム発
生時に点灯します。

⑯ 冷凍機アラームランプ 冷凍機のオーバーロードリレーが作動時に、点灯します。

⑰ タイマーモード表示ランプ タイマー計測時間のモードを、点灯して表示します。
Mode1：真空ポンプ運転時間を表示
Mode2：ストップウォッチ機能の計測時間を表示

⑱ タイマーモード切替
スイッチ

タイマー表示時間（Mode1・2）を切替えるスイッチです。

⑲ セットキー 停電復帰選択機能の、停電時間設定値（工場出荷時は5分設定）
の入力を行う場合に使用します。また、アラームランプ・表示解
除、ブザーを停止する場合に使用します。

⑳ セットキーランプ セットスイッチを、ONにした時に点灯します。
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No. 名 称 機 能

このスイッチを5秒以上押して、タイマー表示時間をリセット
することができます。

タイマーランプ

タイマーリセットスイッチ

タイマースイッチ タイマー・モード2のストップウォッチ機能のON・OFFスイッチ
です。

タイマー・モード2のストップウォッチ機能が、作動している
時に点灯します。

注意

※1 真空ポンプスイッチ・冷凍機スイッチ・タイマースイッチで停止させる場合、各スイッチ

は3秒以上押さないとOFFになりません。

※2 デフロストスイッチによるON・OFFは、スイッチを3秒以上押さないとON・OFFになりま

せん。

※3 タイマー表示時間をリセットする場合、タイマーリセットスイッチを5秒以上押さないと

リセットされません。

21

22

23



3-2 安全機能
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この製品は下記のような安全機能とアラーム表示機能を備えています。

・温度調節器内部の故障、またはノイズ
等により異常状態を検出して、制御を
停止します。

・使用周囲環境温度が35℃を越えている。
・ノイズの影響

安全機能

安全装置 動 作 内 容 動 作 原 因

漏電ブレーカ OFF になり、電源を切ります。 ・漏電している。または過電流が流れて
いる。

冷凍機
オーバーロード
リレー保持回路

冷凍機が過負荷（過熱）運転時に
アラームランプを点灯・トラップ温
度を点滅し、冷凍機を停止します。

・冷凍機が過負荷起動（運転）になって
いる。

・使用周囲環境温度が35℃を越えている。
・エアーフィルターにゴミが付着してい

る。
・冷凍機ファンが回っていない。
・電源電圧が低い。

制御基板自己診
断機能

制御基板が異常状態になり、ブザー
を連続で鳴らし、制御を停止します。

真空ポンプ用
安全弁
（リーク弁）

安全弁が開いて真空系が大気開放に
なり、真空ポンプ内のオイルが真空
系に流込むのを防止します。

・実験中に停電、または事故等で真空ポ
ンプの運転が停止した場合に作動しま
す。

・凍結乾燥が終了しオート運転を停止、
またはデフロストを行った場合、マニ
ュアル運転等で真空ポンプを停止した
場合にも作動します。

サービスコンセ
ント用ヒューズ

ヒューズ（ 2A ）が切れ、サービス
コンセントへの通電をストップしま
す。

・電源入力 2A 以上の機器を接続して
いる。

アラーム名称 アラームの原因アラーム動作表示器

アラーム機能

・温度センサ回路が断線し
ている。※１

温度センサ断線

アラーム
点灯

Alarmランプが点灯、トラップ温
度表示器にooooを点灯し、ブザ
ー（10秒）が鳴ります。
マニュアル運転時は制御を続行
し、オート運転時はマニュアル
運転に自動変更し、制御を続行
します。

冷凍機アラーム
Ref.Alarm

※トラップ温度表示器は、
測定温度を点滅

・冷凍機オーバーロードリ
レー保持回路が働いてい
る。※１

Ref.Alarmランプが点灯、ブザー
を鳴らして（10秒）全ての運転
を停止します。

Alarm

トラップ温度表示器

OOOO
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・制御中に停電した。また
は、制御中止せずに電源
をOFFした。 ※１

停電アラーム Alarmランプが点灯、トラップ
温度表示器に測定温度とoFFを
交互表示し、ブザー（10秒）が
鳴ります。
停電復帰選択（設定）に従って
動作します。

oFF
トラップ温度表示器に
交互に表示

真空度異常
アラーム

真空度表示器

点灯

Alarm

Alarmランプが点灯、真空度表
示器にPUPmを点灯し、ブザー
（10秒）が鳴ります。
マニュアル運転時は真空ポンプ
のみ停止します。オート運転時
は真空ポンプを停止し、その他
はマニュアル運転で制御を続行
します。

・30分以上Atmo表示が続い
た。 ※１

-45.0 測定
温度

制御基板異常
アラーム

ブザーを連続で鳴らし、全ての
制御を停止します。
（異常状態ですので、表示は不

確定です。）
自動復帰を試みます。

・ノイズ等により、制御基
板が異常状態になり、自
動復帰できない。※2

表示は不確定

Alarm

PUPｎ

アラーム名称 アラームの原因アラーム動作表示器

アラーム機能

真空センサ断線

アラーム

真空度表示器

点灯
Alarmランプが点灯、真空度表
示器にPrErを点灯し、ブザー
（10秒）が鳴ります。
マニュアル運転時は制御を続行
し、オート運転時はマニュアル
運転に自動変更し、制御を続行
します。

・真空センサ回路が断線し
ている。※１

※1：アラームは、アラームの原因を排除後[Set] キーを押すと
アラーム表示をクリアーし、通常表示に復帰します。

※2：アラームは、電源再投入で復帰します。

Alarm

PrEr

バックアップ
電池異常
アラーム トラップ温度表示器

点灯

Alarm

Alarmランプが点灯、トラップ
温度表示器にCPArを点灯し、
ブザー（10秒）が鳴り、全制御
が停止します。
※mode1の積算時間がクリア

されます。
※停電時は「停電動作復帰設

定時間」に関わらず全制御
停止になります。

・バックアップ電池の異常
または電池切れ。

※[Set]キーを押すとアラ
ーム表示を解除して通常
表示に復帰しますが、停
電復帰選択機能・mode1
積算時間（真空ポンプ動
作時間）のバックアップ
機能が正常動作しません。

C P A r
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4-2 設置条件

製品の性能を維持するため、製品と壁面、
天井面などとの間隔は図のような間隔以上
を必ず確保してください。

装置周囲にスペースを確保すること。

注意

重量製品のため運搬に注意すること。

注意

4-1 設置環境

設置環境に注意すること。
特に、設置場所、空調、換気には
十分配慮してください。

注意

この製品は空冷式冷凍機を使用しています
ので、装置からの排熱があります。

排熱により周囲温度が高くならないように
換気が十分な場所、または空調された場所
で使用してください。

周囲温度が高くなると運転効率が低下し冷
却能力が低下します。

さらに、冷凍機などが高温・高圧運転にな
り、故障の原因にもなります。

設置環境が悪いと製品の損傷を早めたり、
機能や性能を十分発揮しなくなる恐れがあ
ります。

●直射日光の当たらないところ。
●周囲温度を5～35℃以内に保てるところ。
●風通しのよいところ。または十分に換気の

できるところ。
●近くに可燃性の固体、液体、気体のないところ。
●結露しないところ。
●湿気の少ないところ、水滴のかからないところ。
●ホコリの少ないところ。
●水平で安定したところ。

（製品の運転時の重量を確認してください。）

FDU-12AS型(約38kg)

20cm

吸気

4 設 置

20cm

10cm

排気

製品を設置する際は、次のような場所を選んでく
ださい。

排気

●本製品は研究用途向けの製品です。絶対に調理や衣類の乾燥等には使わないでください。
（研究用途のみに限る）思わぬ事故の原因となります。



警告

電源の電圧、相、容量を確認して
正しく接続すること。

電源接続を誤りますと火災や感電事故の原因にな
ります。

4-3 ユーテイリテイーの接続

警告

分岐ソケットやテーブルタップを
使用しないこと。

過電流などによるケーブルの焼損、火災などが発
生する恐れがあります。

（1）製品の型式と接続する電源の電圧、相、
容量を確認してください。

製品の使用電源は右のとおりです。

製品型式
接続する電源

電 圧 容 量

FDU-12AS AC100V 15A

（2）設置場所のコンセントを確認してください。
（ここではまだ電源プラグを接続しないで
ください。）

アース極付きコンセントに電源プラグがそ
のまま接続できます。

※仮設処置
アース極の無いコンセントの場合は、電源プ
ラグに接地アダプターをセットし必ずアダプ
ターのアース線をアースに接続してください。
※接地アダプターは付属していません。

アースが無い場合は、最寄の電気工事店にご
相談の上、Ｄ種接地工事に基づき接地してく
ださい。
※アース極付きコンセントに変更されること
をお勧めします。

アース極付きコンセントの場合

3極コンセント 電源プラグ（3極）

アース極なしコンセントの場合

2極コンセント 接地アダプター 電源プラグ（3極）

警告

アース極付きコンセントに接続する
こと。

やむをえなく「アース極なしコンセント」に接続

する場合は、接地アダプターのアース線を必ずア

ースに接続してください。接続しないと漏電の感

知が正常に行えず、漏電や感電事故の原因になり

ます。

接地アダプター、電源プラグの接続状態に注意し

てください。傾きや差込不足などがあると、過熱

や発火の原因になります。

※接地アダプターは付属していません。

接続状態に注意

アースに接続

※接地アダプターは付属していません。

- 15 -
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5-1 操作準備

1.真空ポンプの接続

(1)真空ポンプを用意してください。

5 操 作

(2)装置の真空ホース接続ノズルと真空ポンプ
を真空ホースで接続してください。
（真空ホースは付属していません。）

■真空ポンプ（オプション） ※AC100V

型 式
排気量

(L/min)

接続

口径

(mm)

コード

No.

消費
電流

(A)

標

準

GLD-051 50/60 18 190840 5.6

GLD-137CN 135/162 22 270580 7.5

耐

食

GCD-051X 50/60 18 190850 5.6

GCD-136XN 135/162 22 189160 7.7

■真空ホース（オプション） (mm×mm×ｍ)

規 格 コードNo. 備考

内径15×外径36×5 217910 接続口径：18ｍｍ

内径18×外径42×5 119230 接続口径：22ｍｍ

アダプタ A 119240 119230使用の場合必須

真空ホース接続ノズル

(外径17.3ｍｍ)

サービスコンセント

ドライチャンバー用

真空ポンプ用

※FDU-12AS本体のサービスコンセントは、
消費電流が
【Max 2A：ドライチャンバー用】 と
【Max 6A：真空ポンプ用】 とがあります。
ドライチャンバー用のサービスコンセント
を使用しないことを条件に【Max6A：真空
ポンプ用コンセント】に【最大8Ａ】まで
の真空ポンプを接続することができます。

【Max 2A】

【Max 6A（条件付でMax8A）】

ドレンバルブ

有機溶剤などの引火性物質の乾燥には十分
注意してください。
トラップできない溶剤が真空ポンプに吸引
され、引火、爆発する恐れがあります。

有機溶剤など引火性物質を含む
試料の乾燥に十分注意すること。

警告 注意

本装置の除湿容量は1リットルです。
能力以上の試料を除湿すると、真空ポンプ

や装置の故障の原因になる場合があります。

乾燥試料の量には十分注意する
こと。

装置内の真空経路の材質は、ステンレス・
天然ゴム・クロロプレンゴム・アセタール
樹脂・（一部；真鍮）です。これらの材質
を侵す試料の乾燥を行いますと、真空経路
内の部品の腐食・劣化の促進の恐れがあり
ます。

真空経路の材質に注意すること。

注意

※ホースは真空漏れがないようにしっかりと接
続してください。

※接続の際、接続部分に、真空シール用オイル
コンパウンドを塗るとシール性が高まります。
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2.多岐管・ノズル付蓋・ドライチャンバーのセット

多岐管(PMH-4)

取付け穴

固定ネジを
軽く締める

※ドライチャンバー等のベース部分とFDU本体の
トラップパッキン部分の間の異物を取り除いて
ください。異物がありますと、真空度が上がら
ない等の恐れがあります。

DRC-2L(AS)

(3)ドライチャンバー取付（オプション）
ご使用の際はドライチャンバーとトラップパッ
キンを丸ナットで締め付け固定してください。
詳しくはドライチャンバーの取扱説明書を参照
ください。

※接続の際、接続部分に、真空シール用オイル
コンパウンドを塗るとシール性が高まります。

上トラップ

上トラップ
固定ネジ（３カ所）

冷却コイル

取付け穴（３カ所）

本体

上トラップを
回転させる

(1)上トラップ取付
上トラップの取付け穴を上トラップ固定ネジ
（３カ所）に合わせてセットし、固定ネジが

取付け穴の細い部分に入るように上トラップ
を回転させてください。上トラップ固定ネジ
を軽く締めてください。
（右図及び下図参照）

(2)多岐管・ノズル付蓋取付（オプション）
ご使用に応じて多岐管・ノズル付蓋を上トラ
ップの中心に合わせてセットしてください。
（右図参照）

多岐管及びノズル付蓋使用の場合、ベース部
とトラップパッキンを多岐管固定用クランプ
固定してください。（下図参照）

回転させる

３カ所

※FDU本体のパッキン部分と上トラップの間の
異物を取り除いてください。異物があります
と、真空度が上がらない等の恐れがあります。

多岐管ベース部

多岐管ベースとトラップ
パッキンのセット部分に
差し込みクランプ摘みを
回転させる。

クランプ
摘み

多岐管固定用
クランプ

多岐管ベース部

トラップパッキン

丸ナットを
ねじ込む。
（３カ所）

DRC-2L(AS)
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5-2 操作方法

オプションの多岐管を使用して、フラスコで凍結

乾燥する場合の操作です。

他のオプション、容器でも操作の基本は同じです。

ドライチャンバー、予備凍結槽、プリフリーザー
などのオプションを使用する場合は、それらに付
属の取扱説明書も参照してください。

コントロールパネル

オート/マニュアル

切替スイッチ

オ－ト運転
ランプ

冷凍機スイッチ

冷凍機

スイッチランプ真空ポンプ

スイッチランプ

真空ポンプ

スイッチ
デフロストスイッチ

デフロストスイッチランプ

真空度表示器

トラップ温度表示器

タイマー表示器

凍結乾燥

可能表示ランプ

冷凍機

運転ランプ

アラーム

ランプ

冷凍機

アラーム
ランプ

タイマー

モード切替スイッチ

パワースイッチ

（漏電ブレーカ）

セットキーランプ

タイマ－

スイッチ

タイマー
ランプ

タイマ－

リセット
スイッチ

セットキー
スイッチ



1）パワースイッ チ（漏電ブレーカ）をONに
してください。
ONにすると、各表示器に初期表示を数秒間
表示 し、その後に現在のトラップの測定
温度を表示します。
真空度は、表示範囲が533Pa以下ですので
範囲を越えている場合「Atmo」を表示します。
タイマーの時間表示は、モード１の運転時
間を表示します。
また、オート運転ランプ・タイマーモード
１のランプが点灯します。

2.オート/マニュアル運転 共通

℃

Pa

hour

※排水の際は装置内部に水をこぼさないよう注
意してください。電気部品などに水がかかり
ますと感電などの原因になる場合があります。

1.運転の前に

℃

Vacuum

Pa

2）停電復帰選択機能の、停電時間設定値を入
力してください。
（工場出荷時設定値は5分です。）

T rap temp

TRAP TEMP.

（1）コントロールパネルのSetキーを押してく
ださい。トラップ温度表示器に パラメー
ター記号PoFF、タイマー表示器に0.05
（工場出荷時設定は5分)を表示します。

（2）コントロールパネルの ▲アップキー、
ダウンキー▼により停電時間を設定後に、
Setキーを押してください。通常の測定表
示に切り替わります。

※制御中、制御停止中に関わらず設定を行う
ことができます。

※時間の設定範囲は、0～１時間30分までで、
0.00～1.30の入力となります。

※設定時間を長くしすぎますと、トラップ部
の氷や試料が溶け、真空ポンプへ水分を吸
い込み、故障の原因になります。

hour
TRAP TEMP.500.

Timer

Mode1

Mode2

TRAP TEMP.P F Fo

T rap temp

Vacuum

Timer

Mode1

Mode2

ドレンバルブにドレンホース（付属品）を取り
付けてください。ドレンバルブを開いてトラップ
内の水、ホース内の水が排水されていることを
確認してください。確認後、ドレンバルブを閉
めてください。

※水が残ったまま運転を開始しますと真空ポン
プ、ピラニ真空計センサの故障の原因となる
場合があります。

hour.min

hour.min
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ドレンバルブ

※停電復帰選択機能

●停電していた時間が、停電時間設定値
より短い場合は制御が続行されます。

●停電していた時間が、停電時間設定値
より長い場合は制御停止になります。

ドレンホース
（付属品）

容器

CloseOpen
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予備凍結の際には、試料の量を容器の約1/3以下
にして、容器の内壁に均一にフィルム状に凍結さ
せると蒸発効率がよくきれいな乾燥が行なえます。
ですから、容器回転装置PFM-1000型を使用し、容
器が傾斜するようにセットしてください。

予備凍結について

3.予備凍結

フラスコや、凍結乾燥瓶の試料は予備凍結する
必要があります。予備凍結用容器回転装置プリ
フリーザー PFM-1000型（オプション）を使用
して予備凍結させることをお勧めします。

プリフリーザー

当社予備凍結装置

型 式 コードNo. 備 考

冷却温度－45℃PFR-1000

92/110rpm固定

低温水槽

プリフリーザー

オプション名

PFM-1000

197410

197420

3）タイマーの使用について

コントロールパネルのTimer  Displayキーを押
す毎にタイマー表示mode1/mode2を切り替えます。

mode1：真空ポンプの運転時間を、自動で計測
表示します。
真空ポンプのオイル交換時期の算出な
どに使用すると便利です。

mode2：ストップウォッチ機能でRun/Stopキーで
ON・ OFFを行います。
昇華時間の計測などに使用すると便利で
す。停止は Run/Stopキー を 3秒以上押
さないとOFFになりません。

※タイマー時間のリセット

Timer  Displayキーでリセットするモード
を表示させ、Resetキー を 5秒以上 押す
とリセットされます。

Timer
hourMode1

hour.min
TRAP TEMP.9999

Mode2

※ mode1の表示範囲は、0～9999時間
です（最小桁1時間）。

Timer
hourMode1

hour.min
TRAP TEMP.959.9

Mode2

※mode2の表示範囲は、0～99時間59
分です。

（0.00～99.59：最小桁1分間）

注意

フラスコや、凍結乾燥瓶の予備凍結は超低
温フリーザなどを使用して静置凍結をしま
すと、凍結乾燥中に凍結膨張圧により、ガ
ラス容器を破損する恐れがあります。

静置凍結を行なわないこと。

注意

ガラス容器をぶつけたり、落としたりして
破損しないようていねいに扱ってください。
怪我の原因になる場合があります。

ガラス容器の取り扱いには十分
注意すること
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1）運転開始
・コントロ－ルパネルのAutoランプが、点灯し
ている状態でRefrigerator／Run/Stopキーを
押してください。冷凍機スイッチランプが点
灯し冷凍機が作動します。

・トラップ温度が -30℃に到達すると、セット
している真空ポンプが自動で作動します。
さらに、真空度が 533Pa以下になると真空度
表示が Atmo から測定値に替わります。さら
にトラップ温度が-40℃・真空度が20Pa以下に
なると、凍結乾燥可能表示（Freeze Drying）
ランプが点灯して試料の取り付けができるこ
とをお知らせします

。

2）試料容器のセット
・予備凍結させた試料容器をアダプタに取り付
け、コックを【Vent】（または【Close】）か
ら【Vac.】 に回転してください。試料容器と
トラップが導通します。

・試料容器を取り付けた後、トラップ温度が
-35℃以下・真空度が30Pa以下の場合は、凍結
乾燥可能表示「Freeze Drying」ランプが点灯
しています。
この状態の場合は、続けて試料容器を取り付
けることが可能です。

■冷凍機保護タイマ

オート運転⇔マニュアル運転に関わらず、
冷凍機はパワースイッチをONにしてから約6分
間は作動しません。
また、一旦冷凍機が停止した場合も、冷凍機の
停止から約6分間は作動しません。

※試料容器は一度にすべてを取り付けるのではな
く、一本取付ける毎に凍結乾燥可能表示
「Freeze Drying」ランプが点灯するのを確認
して取り付けてください。

※トラップ温度が上昇・真空度が悪くなった場合
は、凍結乾燥可能表示「Freeze Drying」ラン
プが消えます。
再びトラップ温度が-35℃以下・真空度が30Pa
以下に到達すると再度点灯します。

※試料が融けた場合は、再び予備凍結をさせてか
ら取り付けてください。

※乾燥が進むと試料容器表面の着霜が解けてきま
す。垂れる露をゴム製露受け皿（装置上面のゴ
ム皿）で受けられるよう試料容器の傾きを予め
調整してください。

注意

本装置の除湿容量は1リットルです。
能力以上の試料を除湿すると、真空ポンプ

や装置の故障の原因になる場合があります。

乾燥試料の量には十分注意する
こと。

4.オート運転

《多岐管使用によるオート運転》 ドライチャンバー（DRC-1N・2L(AS)・3L型）、
密栓式ドライチャンバー（BSC-2L・3L型）は、
オート運転でのご使用はできません。
マニュアル運転に切り替えてご使用ください。
(「5.マニュアル運転」の項をご参照ください。)

《使用上の注意》

【オート運転】

※ご使用の真空ポンプや使用状況によっては凍
結乾燥可能表示ランプの点灯条件に到達しな
いことが有ります。その場合は30Paを目安に、
試料容器を一本ずつ取り付けてください。

※パワースイッチをONにしてから 約6分経過後
（冷凍機保護タイマ動作後）に冷凍機が作動
します。

※トラップ温度が規定値まで下がると真空ポン
プが自動で起動しますので、試料容器をつけ
る前のコックの閉め忘れが無いよう注意して
ください。

※コックの「閉」は、コックの【Vent】（また
は【Close】）の文字が上にある状態です。

※オート運転／マニュアル運転の切替えは、
[Auto]キーを押して切替えます。
１回押すごとにオート運転（オートランプ点
灯）とマニュアル運転（オートランプ消灯）
が切替わります。

「Vent」位置【閉】 「Close」位置【閉】

コック

試料容器を取付けて
から、真空コックの
向きを換える。

アダプタ

Vent

トラップに
導通する。 Vac.

「Vac.」位置
【開】
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コックを回して常圧に
戻してから試料容器を
取外してください。
【Vent】が上の状態。

霜（氷）

試料

凍結乾燥完了凍結乾燥中

乾燥試料

トラップに
導通する。

アダプタ

【オート運転】

3）凍結乾燥
試料容器を取付けた後、真空度が徐々に上がっ
ていき、トラップ槽内の内壁（冷却）部に着霜
します。試料容器表面に白く着霜するのが乾燥
過程がよい状態です。

※凍結乾燥の過程で、試料容器を付けた後にト
ラップ温度が上がってきたり真空度が悪くなっ
て来たりする場合があります。周囲温度が高い
などの影響で過負荷状態ですので、このような
場合は試料容器の数を減らすか試料容器を小さ
いサイズのもので凍結乾燥を行ってください。

※凍結乾燥の過程で、コールドトラップ内に『ザ
ラメ』のような氷着が見られる場合は、真空漏
れが考えられますので、試料容器とアダプタの
接続部をチェックしてください。

真空解除後は、試料容器が落下しな
いよう手で支えて取り外すこと。

注意

6）デフロスト（解氷）および排水
[Def]キーを3秒以上長押ししてください。
デフロスト（解氷）動作を開始します。
ドレン栓を外して排水を行ってください。

※詳細は「6.デフロスト（解氷）操作」の項を参
照してください。

リーク用フィルタ

Vac. Vent

4）乾燥の終了（試料容器の取外し）
乾燥が進むと試料容器表面の着霜が解けてき
ます。
十分乾燥したら試料容器を支えながらコック
の『Vent.』の文字を上側（『Vac.』の文字を
下側）に回転してください。試料容器とト
ラップの導通が遮断され、試料容器とリーク
孔が導通し試料容器内を常圧に戻します。
試料容器が落下しないよう手で支えながら試
料容器を取外してください。

5）運転の停止
[Run/Stop]キーを3秒以上長押ししてください。
「真空ポンプランプ」が消灯し、真空ポンプが
停止すると同時に安全弁（リーク弁）が作動し
てトラップ槽内を常圧に戻します。

※真空ポンプの停止は、必ず全ての試料容器を取
り外してから行ってください。

※トラップ槽内が常圧に戻らない場合、または戻
りが極端に遅い場合、リーク用フィルターが
目詰まりをおこしている恐れがあります。
この場合、真空ポンプのオイル逆流や故障等の
原因になる恐れがありますので、「7-1.2.リー
ク用フィルターの交換」の項を参照し、交換し
てください。

※運転を停止しない状態で直接デフロスト操作を
行うことができます。



- 23 -

1）運転開始
[Run/Stop]キーを押してください。「冷凍機
スイッチランプ」が点灯し冷凍機が作動しま
す。真空コックが全て閉じていることを確認
してください。
コックの「閉」は、コックの【Vent】（また
は【Close】）の文字が上にある状態です。
（右図参照）

※パワースイッチをONにしてから 約6分経過後
に冷凍機が作動可能になります。

3）試料容器のセット
真空度が30Paを目安に、試料容器をアダプタに
取付け可能です。予備凍結させた試料容器をア
ダプタに取付け真空コックを【Vent】から
【Vac.】に回転してください。試料容器とト
ラップが導通します。

※試料容器は一度にすべてを取付けるのではなく、
一本取付ける毎に真空度が30Paを目安にしなが
ら時間の間隔をあけて取り付けてください。

※試料が融けた場合は、再び予備凍結させてから
取付けてください。

※乾燥が進むと試料容器表面の着霜が解けてきま
す。垂れる露をゴム製露受け皿で受けられるよ
う容器の傾きを予め調整してください。

【マニュアル運転】

5.マニュアル運転

5-1.マニュアル運転（多岐管使用時）

注意

真空ポンプは、コールドトラップの
冷却部が冷えてから作動させること。

冷却部が十分冷却されないで真空ポンプを
起動させますとコールドトラップ内に残っ
ている水分が、真空ポンプ内に入り故障の
原因になる場合があります。

注意

本装置の除湿容量は1リットルです。
能力以上の試料を除湿すると、真空ポンプ

や装置の故障の原因になる場合があります。

乾燥試料の量には十分注意する
こと。

2）真空ポンプ起動
トラップ温度が-30℃以下になったら、 [Vac
Pump]キーを押してください。
真空ポンプスイッチランプが点灯し、真空ポ
ンプが作動します。

冷却機・真空ポンプを単独で作動させることがで
きます（コントロ－ルパネルの「Auto」ランプが
消灯している状態）。
マニュアル運転の場合は、凍結乾燥可能表示ラン
プ「Freeze Drying」ランプの点灯および、ブザー
は鳴りません。

※オート運転／マニュアル運転の切替えは、
[Auto]キーを押して切替えます。
１回押すごとにオート運転（オートランプ点
灯）とマニュアル運転（オートランプ消灯）
が切替わります。

「Vent」位置【閉】 「Close」位置【閉】

コック

試料容器を取付けて
から、真空コックの
向きを換える。

アダプタ

Vent

トラップに
導通する。 Vac.

「Vac.」位置
【開】
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真空解除後は、試料容器が落下しな
いよう手で支えて取り外すこと。

注意

リーク用フィルタ

【マニュアル運転】

霜（氷）

試料

凍結乾燥完了凍結乾燥中

乾燥試料

コックを回して常圧に
戻してから試料容器を
取外してください。
【Vent】が上の状態。

トラップに
導通する。

アダプタ

VentVac.

7）運転の停止
[Run/Stop]キーを3秒以上長押ししてください。
冷却機を停止します。

※運転を停止しない状態で直接デフロスト動作に
移行することができます。

4）凍結乾燥

試料容器を取付けた後、真空度が徐々に上
がっていき、トラップ槽内の内壁（冷却）部に
着霜します。試料容器表面に白く着霜するのが
乾燥過程がよい状態です。

※凍結乾燥の過程で、試料容器を付けた後にト
ラップ温度が上がってきたり真空度が悪くなっ
て来たりする場合があります。周囲温度が高い
などの影響で過負荷状態ですので、このような
場合は試料容器の数を減らすか試料容器を小さ
いサイズのもので量を減らして凍結乾燥を行っ
てください。

※凍結乾燥の過程で、トラップ槽内に『ザラメ』
のような氷着が見られる場合は、真空漏れが考
えられますので、試料容器とアダプタの接続部
をチェックしてください。

5）乾燥の終了（試料容器の取外し）
乾燥が進むと試料容器表面の着霜が解けてきま
す。
十分乾燥したら試料容器を支えながら真空コッ
クの『Vent.』の文字を上側（『Vac.』の文字
を下側）に回転してください。試料容器とト
ラップの導通が遮断され、試料容器とリーク孔
が導通し試料容器内を常圧に戻します。
試料容器が落下しないよう手で支えながら試料
容器を取り外してください。

6）真空ポンプの停止
[Vac Pump]キーを3秒以上長押してください。
真空ポンプスイッチランプが消灯し、真空ポン
プが停止すると同時に安全弁（リーク弁）が作
動してトラップ槽内を常圧に戻します。

※真空ポンプの停止は、必ず全ての試料容器を取
り外してから行ってください。

※トラップ槽内が常圧に戻らない場合、または戻
りが極端に遅い場合、リーク用フィルターが目
詰まりをおこしている恐れがあります。
この場合真空ポンプのオイル逆流や故障等の原
因になる恐れがありますので、「7-1.2.リーク
用フィルターの交換」の項を参照し、交換して
ください。

※真空ポンプを停止しない状態で直接運転の停止
またはデフロスト動作に移行することができま
す。

8）デフロスト（解氷）および排水
[Def]キーを3秒以上長押ししてください。
デフロスト（解氷）動作を開始します。
ドレン栓を外して排水を行ってください。

※詳細は「6.デフロスト（解氷）操作」の項を参
照してください。
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注意

1）運転の開始
冷凍機スイッチを押してください。冷凍機ス
イッチランプが点灯し冷凍機が作動します。

※パワースイッチをONにしてから 約6分経過後に
冷凍機が作動します。

2）試料のセット
トラップ温度が-40℃以下になったら、カバー
部を両手で持ち上げ、皿に予備凍結した試料を
載せて、カバー部を被せてください。

※カバー部を持ち上げる際（および被せる際）皿
に接触しないよう（無理な力がかからないよ
う）静かに操作してください。

※カバー部を取り外した状態で長時間放置しない
でください。大気中の水分をトラップします。

※密栓式ドライチャンバー（BSC型）をご使用の
際は、あらかじめ上部のハンドルレバーを操作
して押え板を載せる試料にぶつからない高さま
で上げてください。

3）真空ポンプの起動
トラップ温度が-40℃以下になっていることを
確認し、 [Vac Pump]キーを押してください。
真空ポンプスイッチランプが点灯し、真空ポン
プが作動します。

※バイアル瓶などに少量の試料を入れている場合
は、氷が溶けやすいので速やかに作業を行って
ください。真空ポンプ起動後に真空度が上がる
と、気化熱により再凍結します。

真空ポンプは、コールドトラップの
冷却部が冷えてから作動させること。

冷却部が十分冷却されないで真空ポンプを
起動させますとコールドトラップ内に残っ
ている水分が、真空ポンプ内に入り故障の
原因になる場合があります。

【マニュアル運転】

（5.マニュアル運転）

5-2.マニュアル運転（ドライチャンバー使用時）

注意

本装置の除湿容量は1リットルです。
能力以上の試料を除湿すると、真空ポンプ

や装置の故障の原因になる場合があります。

乾燥試料の量には十分注意する
こと。

ドライチャンバー（図：DRC-2L(AS)

①持ち上げる

②試料を載せる

③被せる

FDU-12AS
本体

ベース部

カバー部

皿

4）凍結乾燥
真空度が徐々に上がっていき、トラップ槽内の
内壁（冷却）部に着霜します。必要に応じて、
試料の水分がある程度とんだのを確認してから
ドライチャンバーのヒータのコードスイッチを
ONにしてください。

※バイアル瓶やシャーレなどに水分が多く残って
いる状態でヒータをONにすると試料が溶ける恐
れがあります。試料の状態を確認しながらヒー
タをONにしてください。

※凍結乾燥の過程で、試料をセットした後にト
ラップ温度が上がってきたり真空度が悪くなっ
て来たりする場合があります。周囲温度が高い
などの影響で過負荷状態ですので、このような
場合は試料の量を減らしたり、ヒータの通電を
遅らせるなど条件を変更して凍結乾燥を行って
ください。

※凍結乾燥の過程で、トラップ槽内に『ザラメ』
のような氷着が見られる場合は、真空漏れが考
えられますので、パッキンなどの合わせ目を確
認してください。

⇒次項へ

ドライチャンバー（DRC-1N・2L(AS)・3L型）、
密栓式ドライチャンバー（BSC-2L・3L型）は、
オート運転でのご使用はできません。
マニュアル運転に切り替えてご使用ください。

《使用上の注意》



【マニュアル運転】

リーク用フィルタ

コールドトラップに1.5リットル以
上の水を留めないこと。

注意

コールトラップには 1.5リットル以上の水
が溜まらないよう十分注意してください。
水が漏れて真空ポンプ・装置の故障、漏電
の原因になる場合があります。

5）乾燥の終了

試料の状態を目視にて十分乾燥したことを確
認してください。

真空解除後は、カバー部などが落下
しないよう両手で支えて取り外すこ
と。

注意
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BSC-3L
BSC-2L

回転

回転

下がる

下がる

密栓式ドライチャンバー（BSC型）をご使用の
場合、上部のハンドルレバーを回して押え板を
下ろし、試料容器を密栓してください。

※BSC-3L型は、最上段のみ密栓が可能です。
※試料の状態を目視にて確認して十分乾燥してか
ら操作してください。一度密栓作業をおこなう
と、運転中に再び開けることはできません。

6）真空ポンプの停止
[Vac Pump]キーを3秒以上長押ししてください。
真空ポンプスイッチランプが消灯し、真空ポ
ンプが停止すると同時に安全弁（リーク弁）
が作動してトラップ槽内を常圧に戻します。

※トラップ槽内が常圧に戻らない場合、または
戻りが極端に遅い場合、リーク用フィルター
が目詰まりをおこしている恐れがあります。
この場合真空ポンプのオイル逆流や故障等の
原因になる恐れがありますので、「7-1.2.
リーク用フィルターの交換」の項を参照し、
交換してください。

8）運転の停止
「Run/Stop」キーを 3秒以上長押ししてくだ
さい。全制御を停止します。

※運転を停止しない状態で直接デフロスト動作
に移行することができます。

9）デフロスト（解氷）および排水
「Def」キーを3秒以上長押ししてください。
デフロスト（解氷）動作を開始します。
ドレンバルブを開いて排水を行ってください。

※詳細は「6.デフロスト（解氷）・排水」の項を
参照してください。

7）試料の取り出し
トラップ槽内を常圧に戻した後、カバー部を持
ち上げて、皿から試料を回収してください。

※カバー部を持ち上げる際は、カバー部が皿や試
料にぶつからないように静かに持ち上げてくだ
さい。また、カバー部の口の部分にキズがつか
ないように取扱いに十分注意してください。
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操作後の処置

長期間使用しない場合には、パワースイッチ
（漏電ブレーカ）をOFFにし、さらに、元電
源をOFFにして、電源ケーブルを外してくだ
さい。

7.操作終了

（1）パワースイッチをOFFにしてください。
（2）トラップ内を確認し、解氷された水分を

ドレンバルブから排出してください。

※酸系の試料を乾燥の際は、コールドトラッ
プ及び配管系を水でよく洗浄してください。

コールドトラップに1.5リットル以
上の水を留めないこと。

注意

[Def]キーを 3秒以上 長押してください。
本体内部の電磁弁が作動し（ｶﾞﾁｨｯという音がす
る）、デフロスト動作を開始します（冷凍機動
作）。運転中に操作した場合は、真空ポンプが
自動で停止すると同時に安全弁（リーク弁）が
作動してトラップ内を常圧に戻します。
デフロストを途中で停止させる場合は、再度
[Def]キーを 3秒以上 長押してください。

・デフロストスイッチ ON 後、約90分経過後
または、トラップ温度が50℃に到達すると
停止します。

・デフロストによる解氷時間・状態は、使用
周囲環境温度・トラップ除湿量などの使用
条件によって異なります。
一度のデフロストで冷却コイルから氷が離
れない場合、再度デフロストを行なうか、
湯水をかけて解氷してください。
また、周囲温度が高い・トラップ量が少な
い等の使用条件によっては、90分経過前・
50℃到達前に保護装置が働いてデフロスト
動作が停止する場合もあります。

条件：室 温：20℃ 、電源：AC100V，50Hz
着氷量：1L

※乾燥終了直後またはデフロスト操作直後には、
ドレンバルブを開けて排水の準備を行ってくだ
さい。

取り除けない場合は（トラップ底に残った
氷など）は湯水をかけて解氷、排水してく
ださい。

※ホットガスにより解氷を行なう時以外は、
デフロストの操作を行なわないでください。

※氷がコールドトラップから離れるまでの時間
は、およそ30分程です。

コールトラップには 1.5リットル以上の水
が溜まらないよう十分注意してください。
水が漏れて真空ポンプ・装置の故障、漏電
の原因になる場合があります。

ドレンホース

ドレンバルブ
容器

排水方法

Close
Open

6.デフロスト（解氷）・排水

【オート運転】【マニュアル運転】共通

※氷が冷却コイルから離れたら上トラップを
取り出して、氷を取り除くことができます。
上トラップの取り外しはP.17「 2.多岐管・ノ
ズル付蓋・ドライチャンバーのセット」の項
を参照し逆の手順で作業してください。

※デフロストスイッチをONしてから約90分経過
後、またはトラップ温度が50℃に到達した場合
に冷凍機が OFF（自動停止）し、冷凍機スイッ
チおよびデフロストスイッチのランプが消灯し、
デフロスト運転の停止を知らせます。

※氷が冷却コイルから離れたら上トラップを取
り外して、氷を取り除くことができます。
上トラップの取り外しはP.17「 2.多岐管・ノ
ズル付蓋・ドライチャンバーのセット」の項を
参照してください。

※[Run/Stop]キーにて運転を停止した後に[DEF]
キーを押してデフロストを行う場合、運転停
止（冷凍機停止）から約6分経過後にデフロス
ト動作を開始します。



6 トラブルの原因と対策

状 況 原 因 対 策

電源が供給されていない。 配電盤のブレーカをONにしてく
ださい。

パワースイッチ（漏電ブレ
ーカ）をONしようとしても
すぐにOFF になってしまう。

漏電している。 すぐに運転を中止し、ご購入先ま
たは修理窓口に連絡してください。

過電流が流れている。

パワースイッチ（漏電ブレ
ーカをONしても表示器に
表示をしない。
ランプがつかない。

表示器が故障している。

パワースイッチ（漏電ブレーカ
が故障している。

冷凍機のフィルターにゴミが付
着している。

フィルターを掃除してください。
（7-4.製品の清掃、お手入れの項
参照）

冷凍機が作動しない。

冷凍機用ファンが回っていない。

冷えない。

ガスがリークしている。

すぐに運転を中止し、ご購入先ま
たは修理窓口に連絡してください。

冷凍機が作動しない。

冷凍機のオーバーロードリレー
保持回路が働いている。
（ALARMランプが点灯している）

冷凍機に対する熱負荷が大きすぎ
るので負荷を軽減してください。

周囲温度が高い場合、室温を35℃
以下にしてください。

すぐに運転を中止し、ご購入先ま
たは修理窓口に連絡してください。

冷凍機が故障している。

吸気・排気口（両側面、背面）
の側に物があり排気をさえぎっ
ている。

冷えが悪い。
ガスがリークしている。

時間経過後、冷凍機が作動するの
を確認してください。

冷凍機保護タイマー（約6分）
が働いている。
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吸気・排気口（両側面、背面）の
スペースを確保してください。
（4-2.設置条件の項参照）

周囲温度が35℃以上になってい
る。

周囲温度が35℃以下になるように
してください。

熱負荷が大きすぎる。 仕様範囲にあった熱負荷にしてく
ださい。

冷凍機用ファンが回っていない。

記載以外のトラブルにつきましては ご購入先または

修理窓口へご連絡ください。

すぐに運転を中止し、ご購入先ま
たは修理窓口に連絡してください。

高圧圧力スイッチが故障してい
る。

すぐに運転を中止し、ご購入先ま
たは修理窓口に連絡してください。



・周囲温度が高い場合、室温を
35℃以下にしてください。

・熱負荷を軽減してください。

・エアーフィルターを清掃してく
ださい。

・冷凍機ファンを確認してくださ
い。

・電源電圧を確認してください。

・冷凍機の停止時間を長くとって
から、使用してください。

真空ポンプが酸・水などを吸っ
て性能が低下している。

オイルを交換してください。それ
でもだめな場合は修理してくださ
い。

排気音が軽くなっても圧力
が下がらない。

トラップ内に水や氷が残ってい
る。

氷を取除いてから、水をドレンか
ら排水してください。

真空ポンプのオイルが規定量入
っていない。

オイルのレベルを確認して、所定
量補給してください。

冷凍機スイッチがONになってい
ない。

冷凍機スイッチがONにしてくださ
い。

冷凍機スイッチがONになってい
るが冷えが悪い。

「冷えが悪い」の項を参照してく
ださい。
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状 況 原 因 対 策

冷凍機アラームが出る。
冷凍機オーバーロード
リレー保持回路が働い
ている。

Ref.Alarm

Ref.Alarmランプが点灯
し、冷凍機が停止します。

・使用周囲環境温度が35℃を越
えている。

・冷却能力以上の熱負荷で使用
している。

・エアーフィルターにゴミが付
着している。

・冷凍機ファンが回っていない。

・電源電圧が低い。

・冷凍機が過負荷起動（運転）
になっている。

※複数以上の原因の場合、作動
具合が異なります。

※トラップ温度表示器は、
測定温度を点滅

ア

ラ

ー

ム

表

示

が

出

る

真空ポンプ作動後、30秒位
過ぎても軽い排気音に変ら
ない。
（圧力が下がらない。）

真空ポンプと本装置との接続ホ
ースが外れている。

ドレン栓が外れている。

真空コックが完全に閉じてない。

トラップの取付けが不十分。

ドレン栓を付けてください。

接続ホースをノズルにしっかりと
挿入してください。

トラップの取付けを再度行ってく
ださい。

真空コックの向きを確認して、完
全に閉めてください。

ゴミを取除いてください。チャンバー用フタとパッキンと
の接触面にゴミが付着している。

真空ポンプを停止しても常
圧に戻らない。

リーク用フィルターが目詰まり
している。

リーク用フィルターを交換してく
ださい。
（7-1.消耗部品の交換の項参照）

真空ポンプが作動しない。 真空ポンプの電源プラグが真空
ポンプ用コンセントに差し込ま
れていない。

真空ポンプ用コンセントに差し込
んでください（2-5.各部の名称の
項参照）。

真空ポンプ本体のスイッチがON
になっていない。

真空ポンプ本体のスイッチをON
にしてください（3-1.コントロー
ルパネルの項参照）。



アラームの原因を排除後[Set]キー
を押すとアラーム表示をクリアー
し、通常表示に復帰します。

制御中に停電した。または、
制御中止せずに電源をOFFした。

停電アラームがでた。

oFF
トラップ温度表示器に
交互に表示

-45.0 測定

温度

制御基板異常アラー
ムが出る。

※表示は不確定

ノイズ等により、制御基板が
異常状態になり、自動復帰で
きない。

真空度表示器

点灯

Alarm

Alarm

真空ポンプ動作中に、30分以上
Atmo 表示が続いた。

電源を再投入してください。
復帰しない場合は運転を中止し、
ご購入先または修理窓口に連絡
してください。

試料容器の状態、接続を確認して
ください。PUPｎ

すぐに運転を中止し、ご購入先ま
たは修理窓口に連絡してください。

真空センサ断線のア
ラームが出る。

温度センサ断線のア
ラームが出る。

温度センサ回路が断線している。

Alarm

点灯OOOO
トラップ温度表示器

PrEr
真空度表示器

点灯

Alarm

真空センサ回路が断線している。

状 況 原 因 対 策

トラップ温度表示器

点灯

Alarm

バックアップ電池の異常または
電池切れ。

ご購入先または修理窓口に
連絡してください。

[Set]キーを押すとアラーム表示
を解除して通常表示に復帰します
が、停電復帰選択機能・mode1積
算時間（真空ポンプ動作時間）の
バックアップ機能が正常動作しま
せん。
※停電や電源OFFした場合は電源

復帰時に再度 CPAr アラームに
なります。
この際「mode1の積算時間」が
クリアされます。
停電時は「停電時間の設定」に
関わらず全制御停止します。

C P A r

ア

ラ

ー

ム

表

示

が

出

る
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7-1 消耗部品の交換方法

1.トラップパッキン、ゴム製露受け皿の交換

トラップパッキン、ゴム製露受け皿はゴムの
弾力を利用して容易に取り外し、取り付けが
可能です。

3.真空センサの交換

2.リーク用フィルタの交換

シリコンチューブに差し込んであるだけなの
ですぐ取り外すことができます。

弊社修理（サービス）窓口に依頼してください。
※真空センサと真空計はセット部品です。

トラップパッキン（材質：クロロﾌﾟレンゴム）
ゴム製露受け皿（材質：クロロﾌﾟレンゴム）
真空ホース（材質：天然ゴム）、リーク用フ
ィルタ、真空センサは消耗部品です。
劣化、老朽化は乾燥試料、使用条件によって
異なりますので、定期的に点検を行なってく
ださい。
下記はその交換方法です。

トラップパッキンリーク用フィルタ

真空センサ

4.真空ホースの交換

※左側面カバー、背面カバーを取り外し、交
換することができます。

7 保守・点検

名 称 コードNo.

トラップパッキン 119550

ゴム製露受け皿 210760

型 式 コードNo.

FG-50 152330

ドレンバルブ

弊社修理（サービス）窓口に依頼してください。

ゴム製露受け皿



7-2 漏電ブレーカの動作テスト

電源プラグを差込み、漏電ブレーカが ON の状
態で漏電ブレーカのテストボタンを先の細い棒
で押してください。
ブレーカが動作して、OFFになれば正常です。

テストボタン

7-3 ヒューズの交換

ヒューズの交換は安全のために、パワースイッ
チ（漏電ブレーカ）を OFFの状態で行なってく
ださい。

（１）ヒューズホルダの上部の溝に細いマイナス
ドライバ等を差込んでください。
ホルダのキャップごとヒューズを取出すこ
とができます。

※指定以外のヒューズを使用すると、過電流が

流れたときに溶断せず、火災など事故の原因

になる恐れがあります。

※ヒューズを交換後、再び溶断する場合は、た

だちに使用を中止して、オプション装置の点

検を行なってください。

ヒューズホルダ（本体）

ヒューズ

（ 2Ａ ）

ヒューズホルダ

（キャップ）
（２）同規格の容量のヒューズをホルダのキャッ

プに差込み、キャップごとホルダ本体に押
し込んでください。ヒューズの規格はヒュ
ーズの金属部に刻印されおり、市販品の使
用もできます。
サービスパーツとして右のものを用意して
います。

品 名 コードNo.

ヒューズ 2Ａ 126850

漏電ブレーカの動作テストを行なう
こと。

注意

漏電ブレーカが動作不良の状態で使用しま
すと、漏電したとき感電事故を起こす恐れ
があります。
動作テストを月1回以上行なってください。

細いマイナスドライバ

漏電ブレーカ
本体正面のコントロールパネル部
（パワースイッチ）

先の細い棒

7-4 真空ポンプのオイル管理
カートリッジの交換

真空ポンプのオイルの状況は、到達圧力および
ポンプの寿命に大きく影響します。従ってポン
プの性能を維持するため、常にオイルゲージの
窓から油量や油の汚れを確認し、オイルの管理
を行ってください。
水が入り込みオイルレベルが増えている場合は
しばらく運転を停止した後、ポンプドレン口か
ら水抜きすることにより、いくらかの到達真空
度の改善及び運転時間の延長が可能です。

■オイルフィルトレーション無し真空ポンプ
の場合

MIN

MAX ※オイルレベル
が規定量の範
囲であること

交換までの運転時間は250時間が目安です。
但し、下記の場合は早めに交換を行ってくださ
い。
・真空ポンプに水や試料が入り込み、オイルレ
ベルがMAX値に近づいている場合。

・白濁または茶褐色等の濁りが確認された場合。
・到達真空度が悪く、原因がオイルにあると判
断された場合。
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7-5 製品の清掃、お手入れ

1. 冷凍機フィルターの清掃

※必ずパワースイッチ（漏電ブレーカ）をOFFに
し、元電源をOFFにした状態で作業を行なって
ください。
フィルターが目詰まりしますと冷却性能が低下
します。
また冷凍機の故障の原因にもなります。
フィルターの目詰まり状態は周囲環境や、使用
時間によって異なりますので使用条件に合わせ
て、定期的にフィルターを掃除してください。

※フィルターは熱をかけますと溶けることが

ありますので、ドライヤー等の使用は避け

てください。

2. 製品の清掃

※必ずパワースイッチ（漏電ブレーカ）をOFFに
し、元電源をOFFにした状態で作業を行なって
ください。

本体の清掃は、水を硬く絞った柔らかい布で拭
いてください。取れ難い汚れは中性洗剤を使用
し、洗剤の使用後は布で拭き取ってください。
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冷却フィンに素手で触れないこと。

注意

保守作業時に冷却フィンに素手で触れない
でください。冷却フィンは鋭利なため手を
切る恐れがあります。

装置を分解しないこと。

警告

装置内部には、電圧がかかっているところ
や、高温になるところ等がありますので、
分解すると感電、けがの恐れがあります。

製品の清掃、手入れは適切な
方法、用品を使用すること。

警告

製品を清掃、お手入れする際は外装や内部に
直接水をかけたり、異物を入れたりしないよ
う注意してください。また、クレンザー（磨
き粉）、シンナー、石油、灯油、酸、および
これに類するものは、絶対に使用しないで
ださい。感電事故や、製品を損傷する恐れが
あります。

冷却フィン

フィルタ 通風カバー（2）フィルターをとりだし、水または中性洗剤
で洗ってください。

（3）洗い終りましたら良く乾燥させ、フィルタ
をもとの場所に装着してください。

（1）ユリヤネジを緩めて通風カバーを開いてく
ださい。

（4）通風カバーを閉じユリヤネジで取り付けて
ください。

ユリヤネジ

■オイルフィルトレーション真空ポンプの場合

オイルフィルトレーション真空ポンプにおい
ては、500時間を目安にカートリッジの交換（真
空ポンプの取扱説明書を参照）または、オイル
の交換を行ってください。

・真空ポンプに水や試料が入り込み、オイル
レベルがMAX値に近づいている場合。

・白濁または茶褐色等の濁りが確認された場合。

・到達真空度が悪く、原因がオイルにあると
判断された場合。

・真空ポンプカートリッジに付属してあるブル
ドン管真空計が0.04MPa以下になった場合。

※オイルフィルトレーションの有無に関らず
オイルレベルがMAX値を超えた状態で運転
を継続しますと真空ポンプ損傷の原因にな
りますので十分ご注意ください。

但し、下記の場合は早めに交換してください



フロンガスの処理は
専門業者にご依頼く
ださい。

廃棄物引き取り業者
に依頼して廃棄処分
を行ってください。

450幅×420奥×440高さ約38kgFDU-12AS本 体

廃 棄 方 法外 寸 法 (mm)総 重 量規 格・仕 様構 成 品

※梱包材は材質ごとに分別して廃棄するよう、お願いいたします。

製品または部品を廃棄する場合には、廃棄方法に従った廃棄処分をお願いします。
主な構成品と廃棄方法

冷凍機
封入冷媒

種類と充填量は製品本体に貼付の製番ラベルに記載
してあります。

8 製品の廃棄
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9 アフターサービス

1. 調子が悪いときは、トラブルの原因と対策の頁を参考にして故障かどうかをまずチェックして
ください。

2. それでも具合の悪いときは、ご購入先に修理をご依頼ください。
3. 保証期間中の修理は保証規定に基づき修理致します。
4. 保証期間経過後の修理は、ご要望により有料修理致します。
5. 保証規定は、付属の保証書を参照願います
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10 製品保証について


